
國□言二］i・悶贔：言，i｛言．：｝：言:~
から178)jPlへの1）11→．げなど「国民のf取りを＇

ji；1やす」とt．張．i＇i 9行を中心に人きな支持を得

て． fヽil(liの政）t.；jと政策のキャスティングポード

を握った ()1'l公と国民民j：ーとの間で，政治改1'1',:

問題や税制などについての政策協議が行われて

いる。

これまでわが国は，J折褐や惰廂の格差が欧米

と比べて秘端ではなく，ポピュリズムの発生は

限定的で社会が安定してき

た。ところか今[1ilの総選裕

では．財源を1文外視した減

税や給付を公約とした財政

ポピュリズム政党が大きく

鼎進しにその要11;1は，ア

ベノミクスによる中IIlllI、1(/)
二柑し1ヒと，Oj齢抒に偏った社

会保節というシルバー民i:.

t義への反発があると考え

ている 0
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liil}姐はそれを超えたところにある(, 1切水池の

失業f•‘りがある欧州揺I[1では，勤労しはじめて

所褐を符ても，税・社会保険料後の「取りが失

業f‘.11より少ないので就労をやめるという，ポ

バティートラップ(ttl村の罠）か’tじ．失業れ`

の数が減らなかったもこのモラルハザードをな

くす政策として欧米で祁人されたのが，税と社

会保険料負担をー。1本化して．中低所得者を対象

に限定した1今．で税・社会保険料負担後の所得を

スムージングする給付付き税額控除（炭国では

給付に・本化）である。

Il<ll心民i：．党は公約で以l‘•

のようにt,}いてしヽ る，）「［［l 

杓刊ベーシック・インカム

(1反粕；）』削設給付（負の

所紺税）と）折得税の遠付を

糾み合わせた新制J文『給付

付き税額控除』を祁人し，

収厳ある4話を支える枯礎

f呵i得を保l節します。」と。

またI/盗民i・：党もti11t税逆
進性対策として給付付き税

額控除を公約としている。

この制度は本米 I-tt1木l(})

罠」対策で．現在Ilfl題になっ

このような経綽を経て焦

点となっているのか103Jj

円(J)kl襄問題だ9) 30年続いた

デフレ時代には， インフレ

分を1折柑控除に反映させる

必要はなかったがここ 2, 3年のインフレで

所得が1^．がり税負担か附えるプラケットクリー

プが生じている(})で，その調格はする必要があ

ふ）店礎控除は1995年以降変化していないの

で，その間のii'i,tlt者物{111il•H平 l.l i粁程疫のり l

上げは必要だろう。

就労との関係でllfl題になるのは．社会保険料

の106)J．ドl（従業員51人以 l••(})'li業所），あるい

は130Jilリ（それ以外）の横だ。これを超える

と）この扶森から外れ社会保険料負担が新たに発

／［：．し手取りが減る「逆転現象」がItじるので，

和前で就‘)Ji淵咆冬をして人f小足の問題かItじて

しゾふ窄行はこれへの対／心としては，社会保険

の適Jll拡火を極限まで進めることと，社会保険

に1111人したほうがItill汀り律｝ではイi利になるとい

うPRをすることだと老えている。

II II 

「

1
0
3
J
j
p
l
の
収
」

税
術
控
除

と
給
付
付
き

ている1()3)j, l（）（山の煎な

どへの根本的な対応としてitiJ IJできる。経紺を

たどると，麻II・：政権時代に［I民党悦調で検討課

題とされ，税制改革法の附llIll()4条3項に検討

ヵゞ1リjr記されたものだ9)

IJil民民j・：党は 1所得税改l1'~ という重い扉を聞け

た以l..,「いいとこどり」の政策だけをi：張せず，

時代迎れとなっている退職金税制や「一似1リの

瑶」の問題なども議論をし．所得税制の近代化

ゃ；釦l・：化を図ることが必要だ。その際， ll4源の

問題も収要で，財源なく減税を打ち出し経済を

況乱に陥れ．辞任に追い込まれた英Itlのトラス

ショックが牛．じないよう，外為特会からの捻，’Ii

といったワンショットの財源ではなく，，hi.久財

源の確保という貨任を持った対応が咆まれる（）

国民も．財源Ilil}歯を放Wi:した-・)j的な減税溢

は．無貨任だということに氣が付くはずだ。
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